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月
だ
け
で
ミ
サ
イ
ル
を
七
回
発
射
し
た
。

尖
閣
諸
島
を
狙
ふ
中
共
は
、
南
シ
ナ
海

の
内
海
化
を
図
る
と
共
に
、
台
湾
を

標
的
と
す
る
中
距
離
弾
道
核
ミ
サ
イ
ル

「
東
風
」
を
配
備
し
て
ゐ
る
。
核
戦
力

の
増
強
を
目
指
す
ロ
シ
ア
は
、
平
成
二

十
七
年
に
四
十
基
以
上
の
大
陸
間
弾
道

ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
の
新
た
な
配
備

を
明
ら
か
に
し
た
。
昨
年
十
月
に
は
中

露
海
軍
の
艦
艇
十
隻
が
演
習
と
称
し
て

日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
を

一
周
し
た
が
、
日
本
に
核
抑
止
力
が
な

い
か
ら
舐
め
て
ゐ
る
と
言
へ
ま
い
か
。

今
後
の
わ
が
国
の
防
衛
力
は
、
宇
宙
・

サ
イ
バ
ー
・
電
磁
波
領
域
な
ど
の
面
で
も

強
め
ら
れ
る
べ
き
だ
が
、「
核
保
有
の
論

議
」も
避
け
て
は
な
ら
な
い
だ
ら
う
。
勿

論
、
そ
の
た
め
に
は
、
広
く
国
民
の
理
解

を
得
る
こ
と
が
第
一で
あ
り
、
ニュ
ー
ク
リ

ア
・
シェア
リ
ン
グ
に
つい
て
の
日
米
の
合
意

も
必
要
と
な
る
。同
時
に
、
周
辺
国
の
脅

威
を
国
民
に
正
し
く
周
知
し
て
、憲
法
に

「
緊
急
事
態
」
規
定
を
書
き
込
む
こ
と

も
欠
か
せ
な
い
。原
子
力
の
平
和
利
用
も

含
め
た
高
度
な
技
術
者
養
成
も
急
務
だ
。

政
府
は
牽
引
力
を
発
揮
し
て
、
こ

れ
ら
の
課
題
に
与
野
党
を
引
き
込
ん
で
、

実
を
伴
っ
た
決
断
を
す
べ
き
だ
。
ま
た
、

我
々
国
民
も
、
国
益
に
と
っ
て
何
が
最

適
な
選
択
か
を
、
こ
れ
ま
で
の
タ
ブ
ー

に
囚
は
れ
ず
に
論
議
す
べ
き
時
が
来
て

ゐ
る
と
考
へ
る
。	

（
元
日
本
ユニ
シ
ス
（
株
））

核
は
「
相
互
確
証
破
壊
」
兵
器
と
呼
ば

れ
て
ゐ
て
、〝
保
有
数
で
は
な
く
保
有

す
る
だ
け
で
防
衛
力
の
均
衡
を
保
つ
〟。

国
連
安
保
理
の
常
任
理
事
国
（
米
露
英
仏

中
）
は
す
べ
て
核
武
装
国
で
あ
り
、
そ

の
核
が
国
際
的
発
言
力
を
裏
付
け
る
。

日
本
は
自
立
と
発
言
力
保
持
の
た
め
、

「
核
」
の
論
議
を
進
め
る
べ
き
だ
。

実
は
か
つ
て
歴
代
首
相
は
国
防
の
為

の
核
武
装
を
論
じ
て
き
た
。
岸
信
介
、

池
田
勇
人
、
佐
藤
栄
作
ら
で
あ
る
（
た

だ
し
、
佐
藤
は
沖
縄
返
還
の
代
償
と
し
て
そ
の

後
転
じ
て
昭
和
四
十
二
年
国
会
で
「
非
核
三
原

則
」
を
表
明
し
た
）。
日
本
の
防
備
は
現
在
、

Ｍ
Ｄ
（
ミ
サ
イ
ル
防
衛
）、
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
（
地
対

空
誘
導
弾
）
で
保
持
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
露
・

中
・
北
朝
鮮
が
開
発
を
進
め
て
ゐ
る
Ｈ

Ｇ
Ｖ
（
極
超
音
速
ミ
サ
イ
ル
、
音
速
五
倍
以
上
）

は
攻
撃
速
度
が
速
す
ぎ
て
、
米
国
の
反

撃
は
間
に
合
は
な
い
。
そ
の
た
め
米
国

は
日
本
を
守
れ
ず
、
そ
の
「
核
の
傘
」

の
実
効
性
は
な
く
な
る
。
故
に
、
日
本

は
自
国
防
衛
の
観
点
か
ら
、
さ
し
当
って

は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
で
の
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
・
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
（
有
事
に
米
国
の
核
を
使
用
す
る
）

方
式
を
適
用
で
き
な
い
か
の
検
討
が
必

要
で
あ
ら
う
。
今
回
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
際
し
て
安
倍
晋
三
元
首
相

が
こ
の
方
式
を
提
起
し
て
ゐ
る
。

日
本
を
と
り
ま
く
軍
事
情
勢
を
見
る

と
、
北
朝
鮮
は
、
昨
年
兵
器
開
発
五
ヶ

年
計
画
を
発
表
し
て
、
今
年
に
入
っ
て一

科
芳
雄
ら
に
よ
っ
て
原
爆
の
製
造
直
前

の
段
階
に
至
っ
て
ゐ
た
。
い
ま
の
日
本

は
原
発
か
ら
排
出
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
を
高
純
度
で
抽
出
す
る
技
術
を
有
し

て
ゐ
て
、
そ
れ
は
原
爆
の
原
料
と
な
り

得
る
も
の
だ
が
、
現
在
原
爆
六
千
発
分

に
相
当
す
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
保
有
し

て
ゐ
る
。
こ
の
や
う
に
、
原
発
と
核
兵

器
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
て
原
発
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
要
と
い
へ
る
が
、
本

稿
で
は
核
武
装
に
絞
っ
て
論
じ
た
い
。

世
界
の
核
武
装
国
は
米
露
英
仏
中
の

五
ヶ
国
と
、
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
北

朝
鮮
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
四
ヶ
国
で
、
合
せ
て

九
ヶ
国
で
約
一
万
四
千
発
の
核
弾
頭
を
保

有
す
る
。（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所
）

仮
に
米
国
が
北
朝
鮮
に
核
を
撃
ち
込

め
ば
、
北
朝
鮮
か
ら
報
復
の
核
が
米
本

土
に
発
射
さ
れ
る
。
一
発
で
も
都
市
に

着
弾
す
れ
ば
米
国
へ
の
致
命
的
な
打
撃

と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
核
保
有
国

同
士
の
戦
ひ
は
回
避
さ
れ
る
。
従
っ
て

現
在
の
わ
が
国
で
は
「
核
武
装
」
を

論
ず
る
こ
と
自
体
が
タ
ブ
ー
と
な
っ
て
ゐ

る
。
広
島
・
長
崎
で
の
被
爆
に
加
へ
て
東

日
本
大
震
災
の
原
発
事
故
も
そ
の
理
由

と
な
っ
て
ゐ
る
や
う
だ
が
、
遡
る
と
戦
後

思
想
の
歪
み
に
行
き
着
く
。

戦
時
平
時
を
問
は
ず
、
非
常
時
に
備

へ
て
戒
厳
規
定
を
国
法
に
定
め
る
こ
と

は
世
界
の
常
識
で
あ
り
、
帝
国
憲
法
に

も
他
国
の
憲
法
と
同
様
に
非
常
事
態
に

於
け
る
「
戒
厳
」
条
文
が
明
記
さ
れ
て

ゐ
た
（
第
十
四
条
及
び
三
十
一
条
）。
現
憲
法

に
さ
う
し
た
規
定
が
な
い
の
は
「
日
本

弱
体
化
」
を
意
図
す
る
占
領
軍
が
起
草

し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
現
憲
法
下
の

日
本
は
真
の
独
立
国
家
と
は
言
ひ
難
い

面
が
あ
る
。
自
由
で
あ
る
べ
き
国
防
論

議
に
タ
ブ
ー
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
依

然
と
し
て
被
占
領
期
の
検
閲
に
発
す
る

「
閉
ざ
さ
れ
た
言
語
空
間
」（
江
藤
淳
）

の
裡
に
あ
る
証
左
で
あ
ら
う
。

終
戦
直
前
、
日
本
は
物
理
学
者
の
仁

 

日
本
の
「
核
武
装
」
を
ど
う
考
へ
る
か

　 —

「
閉
ざ
さ
れ
た
言
語
空
間
」か
ら
脱
し
て
、実
り
あ
る
論
議
を
！—
  

  

大 

町 

憲 

朗 




